






































































































































































































































































































































































































































- 30- 食 品栄養 科 学 科
ヒトの欲求レベルから "食〝を考えた時,まず第1段
階として,生命維持のための食があり,第2段階として,
精神的満足としての食が,そして第ノ3段階として,機能
的な食のレベルがある｡最初の生命維持のための食では,
食の質よりも,食べ物の存在,すなわち空腹を満たすこ
と,喉の渇きを癒すことが求められる｡今回まとめた意
見の中にもいくつか認められたが,救援物資が現場に届
くまで,おおよそ3日と答えている意見が多かったが,
この3日間が,第1段階の食に相当する期間と考えられ
るし,この期間であれば,このレベルの食をヒトは受け
入れられると考えられる｡つまりこの期間をどう生き延
びるかということである｡普段から,個人,組織,地域
等で,最低2-3日の食糧と飲料水を備蓄しておくこと
の大切さを今回の震災では示してくれたといえる｡そし
て,次の段階では,食の欲求レベルは上昇し,暖かい物,
美味しい物というように精神的満足が望まれるようにな
る｡この段階では,ボランティアによる炊き出しや,救
援物資,また,被災者自らの炊き出しが有効となる｡逆
に言うならば,第2段階の食の欲求が満たされるような
援助,救援活動が必要であるということである｡そして,
さらに食の欲求レベルは,機能性へと進んでいく｡つま
り,本来あるべき食の姿である｡個人の生理的な状況に
応じた(年齢,病気,歯の有無等),栄養のバランスがと
れた食であり,また社会的役割をもった食ということで
ある｡災害発生後,できるだけ早く第3段階まで食のレ
ベルをもってくることは望むべ くもないが,また,その
ように努力すべきであるが,無理しすぎるのも問題であ
る｡栄養士の提言の中に,栄養士の仕事は食材が豊富に
あって優雅な生活の中で出来る仕事かというのがあった
が,その時々の状況に応じて,よりベターな道をさぐり,
指し示すことこそが栄養士の仕事ではないだろうか｡
現代のように食品加工技術が進んでいる時代であるか
ら,現代人の噂好に合った,乾パンに代わる美味しい非
常食の開発も望まれる｡また,今回大量に用いられ,大
量に廃棄されていった菓子パン,おにぎりといったファ
ーストフードは,災害が夏場であったとしたら殆ど用い
ることはできないであろう｡たっぷりとお湯さえ沸かせ
る環境を整えることが出来れば (ブロックと薪と大鍋さ
えあれば),レトルト食品,缶詰などを利用して,様々な
工夫ができるものと考える｡
本アンケートでも明らかなように,被災地の中心にい
る者ほど情報が少なく,混乱しているわけであるから,
むしろ被災地の外にいる者が中心になって,情報のネッ
トワークを作り,食材供給,またマンパワー確保の基地
を作ると良い｡つまり,被災地周辺のKeystationから被
災地のKeystationへという物資とヒトの流れを作るので
ある｡これには,比較的自由に行動出来,学生という強
力なマンパワーのある周辺大学が中心となれば良いので
はないだろうか｡特に食に関しては,栄養士養成校と栄
養士会が連携をとって動くと良いと考える｡こういった
組織が体系づけられると,例えばボランティア活動に対
する後方支援といった形での資金援助も受けやすいと考
える｡今回の体験を通して,マンパワーはあっても資金
のないところ,資金はあってもマンパワーのないところ
といった組織上の様々な問題もかなり明らかになったと
考えている｡今後,こういった違った組織間の協力体制
作りも大切であると考える｡
我々は,今回,被災地は隣接していたにも関わらず,
また,食教育に携わっているにも関わらず,十分な活動
が出来なかったことを非常に反省している｡今回の教訓
を教訓とするだけでなく,実践力のある栄養士養成を目
指し,生きた食教育をしていかねばならないと考えてい
る｡
最後に,このアンケートが,国際ロータリー 第2660地
区の支援のもとに行われたことを,記すとともに,ここ
で改めて,お礼申し上げます｡
要約
阪神･淡路大震災の被災地における｢食｣に関わる様々
な問題点について,被災地現場にいた食のプロである栄
養士達にアンケート調査を行った｡本研究では,それら
の中から,本人の栄養士としての活動実態に焦点を当て
まとめた｡アンケートは神戸･阪神地区の栄養士150名を
対象にして,4月から5月にかけて郵送で行った｡回収
率は34% (51名)であった｡
本人に,栄養士として活動できたかという質問をした
ところ,約半数の栄養士が活動できなかったと答えた｡
その理由の多くは,本人自身が被災者であったことに起
因するが,日頃からの緊急時に対する心構えと訓練が不
十分であったことも原因の1つと考えられた｡また,栄
養士が組織としてでなく,個人で活動しようとしたため
に,十分な活動ができなかったことも窺われ,組織力の
必要性が提示された｡また,社会に対する提言でも同様
に,栄養士の地位,権限の向上の他,緊急時に対応した,
組織作りの必要性が述べられていた｡また,新しい非常
食の開発を望む声も聞かれた｡
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